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【開催日】 令和元年９月２５日 
 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午後 1 時３０分～午後３時３９分 
 

【出席委員】 
 

委 員 長 中 村 博 行 副委員長 岡 山  明 

委 員 河 﨑 平 男 委 員 恒 松 恵 子 

委 員 中 岡 英 二 委 員 藤 岡 修 美 

委 員 森 山 喜 久   
 

【欠席委員】 

なし 
 

【委員外出席議員等】 

議  長 小 野  泰 副 議 長 矢 田 松 夫 

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 経済部長 河 口 修 司 

経済部次長兼農

林水産課長 
深 井  篤 

農林水産課農林

係長 
平  健太郎 

農林水産課参与 多 田 敏 明 農林水産課参与 髙 橋 敏 明 

【事務局出席者】 
 

局  長  沼 口  宏 書  記 光 永 直 樹 

 

【審査事項】 所管事務調査 山陽小野田市地方卸売市場について 

 

午後１時３０分 開会 

 

中村博行委員長 それでは産業建設常任委員会を開催いたします。本日は、一

般会計の審査があった後ということで皆さんお疲れでしょうが、緊急に

今日の審査内容ですが、所管事務調査ということで山陽小野田市地方卸

売市場についての審査であります。まちづくり会議 Mirai からの申請に
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あるということですね。 

 

中岡英二委員 今言われたのは売掛に関することですよね。買掛について聞い

ているんじゃないかね。青果物の出荷者に対する中央青果の支払い実態、

買掛金はどうなっているのかという話と思います。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 今申し上げたのは買掛金でございます。売掛

金につきましても、まだお支払いをいただいてないところもございます。

そこにつきましては、請求書を出して対応しているとこでございますが、

高額なところは１００万円を超える、まだ売掛金の未回収があるところ

につきましては、私が直接、そこに出向きまして交渉しているところで

ございます。その中で、支払計画を作成していきましょうという話もし

ておりますけれどもそれもうそれもなかなかできないというところにつ

きましては、先般、一社ではございますけれども取引を停止しますとい

うことを告げたところでございます。 

 

中村博行委員長 売掛にしても買掛にしてもなかなかスムーズにいってないと

いう状況ですね。 

 

中岡英二委員 買掛金の実態というか。昨年より増えていますよね、買掛金も。

中央青果から支払の返済計画っていうのは出されていますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 中央青果から買掛金の返済計画というのはま

だ出していないところでございます。返済計画を作ろうと試みたことは

ございますが、なかなか計画どおりにいかないというのが分かりまして、

まだ未払いがある業者さんには、その旨伝え御理解をいただいていると

いうのが実情でございます。 

 

中岡英二委員 実際の金額は幾らぐらい残っていますか。８月末でいいです。 
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深井経済部次長兼農林水産課長 済みません。８月末で幾らというのはちょっ

と私のほうで今、把握はしていないところでございます。ただ残高照会

をいたしましたときに７月末の時点でございますが、７月末の時点で残

高照会をしましたときに、３月末のときよりも随分増えているところは

ございました。記憶に残っているところでは、３月末の金額よりも１，

０００万円増えたというのがございました。 

 

中岡英二委員 ３月の金額は。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ３月末の金額が約３，９００万円でございま

した。それに１，０００万円ぐらい増えているということございます。 

 

恒松恵子委員 月ごとの試算表とか買掛金、売掛金の相手先による台帳管理の

ようなものは今はされていないということでよろしいんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 台帳と呼べるかどうか分かりませんが、買掛

金の未払いがあるところ。これにつきましては、４月以降、何月何日に

仕入れをして、幾らの買掛金が発生して、それについては何月何日に支

払ったというのは分かるようにはしているところでございます。 

 

中村博行委員長 それは個別にというかその都度、分かるようにしてあるとい

うことで、対業者さんごとに全部精査したものはないということですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 それぞれの業者さんごとに作っております。

一覧表のような形で作っておるとこでございます。 

 

中岡英二委員 支払いに関する管理、そうしたお金の管理は誰がれてやられて

いますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 管理につきましては社員も行っておりますし、
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私も行っております。 

 

岡山明副分科会長 今の帳簿は月に１回整理という形を取られていますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 帳票の中には、日報、月報、年度報と３種類

ございますので、日報は当然毎日、月報は毎月１回、年度報は年に１回、

これは以前から変わってはおりません。私が先ほど申しました一覧表の

ような形で作ったものにつきましては、その日ごとに週１回ぐらいの処

理になりますけれども、そのぐらいのペースでいつ買掛金が生じていつ

支払ったというのは分かるようにはしておるとこでございます。 

 

中村博行委員長 以前、答弁があって記憶しているのが、決算の前にまとめて

精査するんだというようなお話があったような気がするんですけれど、

以前から今の形を取られているということでいいですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 前代取のときはどのような形をとっていたの

か詳細は分かりませんけれども、私が代取になりましてからは特に未払

いがあるところ、この管理が一番重要というふうに考えましたので、こ

こについては先ほど申しましたような表を作って管理をしているところ

でございます。 

 

森山喜久委員 中央青果の支払い実態の中で、条例上３日っていう形の部分で

スパンが決まって、それで払えてないところに対して要は特約の書面、

要は契約書、そういったものを一社一社締結しているかどうか教えても

らっていいですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 これについては申し訳ございません。書面は

ございません。私もこの書面は当然必要だと認識をしておるとこでござ

います。ただ、なかなかそこに行く時間がとれないというのもございま

すし、それを作っていくべきだろうとは思いますけれども、今それがま
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だできていない状況でございます。 

 

森山喜久委員 先ほどお金の管理のほうは社員さんと社長のほうで行っている

というふうなお話もありました。それであれば実際今までの特約、ここ

の会社に対して例えば三日スパンが厳しいから１か月だとかそういった

形の分でやっているのかなというふうに思うんですけれど、逆に言えば

そういったところの各社の状況を先ほど言った一覧表とかに分かるよう

にそういった部分が記載されているのかどうか。そういったものの署名

がなくてもそういった状況を把握してどれぐらいのスパンで、支払いが

できているか、そういったところを把握しているんでしょうか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 未払いがあるところにつきましては、先方の

代表の方と電話で話をしたところ、これまで月３回、１０日締めで支払

いをいただいていたというお話がございましたので、それは守るように

努力をしているとこでございます。 

 

中岡英二委員 特約は何社くらいあるんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 今そのような支払いをしておりますところは、

６社あります。 

 

中岡英二委員 ６社に対して特約を付けた理由というのは。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 その理由につきましては、前代取からも聞い

ていないところでございます。 

 

中村博行委員長 以前のものを継続されているということですね。そのきっか

けというのは分からないと。それでは３点目、ちょっと長いんですけど

も７月５日の産業建設委員会での山田議員の一般質問に対する河口部長

の答弁について、フジが作成したものを中央青果で糊付けしてお店に届
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けているのが現状で青果販売とは関係ないというふうな答弁をされてい

ます。これに対して、下瀬さんが「これは嘘である」という証明という

もので示されたわけです。この証明ではその直後にフジで調査をされた

と。そうすると商品のラベルが変わっていたと。そして商品のラベルに

は私の自信作というのがあって、私の自信作と書いてあるのはフジが扱

う地場産の青果であると。これは全てバーコードでフジのほうが管理し

ていると。だからどこにあっても場所がすぐ分かるということ。そして

フジが直接関与した青果物は、株式会社フジ西宇部店というふうに明記

がされているわけです。なぜ、私の自信作に株式会社フジ西宇部店の表

示をしてないのかということについて、フジがしてないから、要するに

中央青果がやっているからだというふうなことから、そうなっているん

だと。また、資料５のレシートについて、フジ西宇部店で買い物された

ときのレシートに黒いひし形のマークが付いている。これはフジの商品

ではないので割引対象外というものです。例えば、レシートの中にダイ

ソーで買われた商品があって、これにも付いております。こういうふう

にフジの商品でないものについてはこのマークがあると。したがって、

これは明確に小野田中央青果であるから、間違っているということです。

以前からフジが刷ったシールを中央青果に預けて貼ってもらっていると

いう答弁に対して、野菜はその日の取引で値段が変わるからそんなこと

ができるはずがないということで、これはもう明確な間違いであるとい

うことを言われておりますし、もう一つ、私の自信作は地場産でとれた

ものを持って行くコーナーで、中央青果がフジの青果コーナーに持って

いって並べているのが実態ということは、説明とは違うんではないかと

いうことが指摘をされました。このことについて明らかになったことが

あれば答弁ください。 

 

河口経済部長 ここにつきまして、いろいろなことが入っていますので、全体

的なものをという形でまずお話をさせていただければというふうに思い

ますが、基本的にはこれは中央青果とフジの取引につきましては、商品

の流れとしましては以前から申し上げていましたが、出荷者から出荷さ
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れたものを卸売会社である小野田中央青果を介して、フジは売買参加者

でありますので、それが購入されるという流れでございます。市場のル

ールにはそういったものでそこは問題ないんじゃないかというふうに思

っていますが、あとはここで課題になっているのがお金の流れになって

こようというふうに特に思っています。お金の流れが大変申し訳ないん

ですけども、以前、私としてはその商品の流れとしては間違いないです

ということで、お答えをさせていただきましたが、お金の流れまでそこ

まで判断をしておらなかったことは申し訳なく思っております。この話

が出まして、調査をしないといけないと思っております。その辺につき

ましては、大変申し訳ありませんが今日は御回答が申し上げられません

が、そこはしっかり調査してまた御回答申し上げたいなというふうに思

っております。昨日なんですけども中央青果の社員２人に対して聞き取

り調査も実施をしております。基本的には小売業を卸売業がやっている

んじゃないかという御指摘が主なものかなというふうに思っております

が、伝票等について代金、先ほど言いました代金の流れについては、本

当に先ほど申し上げましたが、把握する必要があろうというふうに思っ

ていますので調査を十分させていただきたいというふうに思っておると

こでございます。それから、ラベルの件でございます。商品価格のラベ

ルでございますが、再度また確認をさせていただきました。これにつき

ましては、前回、フジからいただいた価格シールを貼ってお店に持って

いたというふうな発言をされました。これが間違いでございまして、フ

ジで値札を作って貼って陳列してということで、それはフジからの依頼

があったことでやっているという状況でございまして、値段につきまし

ても、当日持って行ったときにその相場がありますので、相場等をそう

いう周りの野菜も含めてですけども、その辺をフジと協議しましてして

おるということでございます。ですから先ほどの小売かどうかというこ

とが課題ではございますが、ラべルについてはそういう回答になろうと

いうふうに思っております。それから、先ほど、レシートについての三

角の黒印がついているものは割引対象外ですよということがありました。

今度はちょっと分からないところがあるんですけども、基本的には野菜
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ですので置いた中でだんだん古くなれば、値引きをしていくということ

でフジのほうが値引きをして、販売されるということ、ここでは直接同

じこと、意味ではないかもしれませんけども、そういう値引きは当然フ

ジのほうでされていらっしゃるということをお聞きしております。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ラベルについて補足をさせていただきます。

実際に私がフジに行きましたところ、バックヤードに入れていただきま

した。そのバックヤードにこのラベルを作る機械が２種類ありました。

大きいのと小さいのと二つありました。私の目の前で両方の機械を使っ

てラベルを作っていただいたところ、小さいほうの機械で作ったものに

ついては、フジという名前は出てきませんでした。ところが、大きいほ

うの機械で作ったラベルには、フジという名前が出てきました。ですか

ら、フジという名前が入っていないからっていうことは、ただ単に大き

い機械で作るか、小さい機械で作るかの違いということでございました。

それは私が確認をしております。 

 

中村博行委員長 ということは以前は中央青果でラベルを貼ってというのは間

違いであったということは認められるということですよね。この指摘の

中で中央青果に機械があるからそれで作成したものをというような指摘

もあったんですけど、そういう事実はないですか。 

 

河口経済部長 社員に確認したら５年前までは、そういうことをしていたとい

う事実はございます。それは当然、青果販売もありましたので、そうい

うことはしておりましたが、それ以降は今言ったような形でフジで作成

するという形を取っているということでございます。 

  

中村博行委員長 あと黒いひし形のマークですね。これが明確な回答ではなか

ったというような気がするんですが、結局、この印がついている物はフ

ジの商品でないのでということなんですよね。だから買われた商品の中

にこの印がついているものがあったということで、その辺もう１回明確



12 

 

に。 

 

河口経済部長 明確な回答ができておりませんでしたが、先ほど言いましたよ

うな卸が小売をするかという話のところに当たるだろうというふうに思

いまして、そこはお金の流れで、そういうことがあれば、すぐに是正し

ないといけないところも当然ありますし、これはまだはっきり分かって

いませんので、分かり次第また報告もさせていただきますけども、基本

的には今、こういうお話があった中で、グレーな部分が当然ありそうな

部分は、やるべきではないと判断しておりまして、今日からそういうと

ころは控えておると。ただ、こういう制度でルールにのっとったものを

していくためには、どうすればいいかということは当然、検討していか

ないといけませんし、また、フジさんに対しては今から取引も増やして

いただきたいというふうに思っておりますので、その辺を確認させてい

ただいて、こういう回答で申し訳ありませんが、そういうふうな形で進

めさせていただきたいと。今は基本的には本当に私たちもちゃんと調査

しないとそれがどうなのかっていう結論を出せません。ですから、そう

いうグレーな部分があるなら、やめときますということで、今日からそ

ういう対応は今はしていないと。相対取引は当然今までどおりやってお

りますが、そういうようなことは今停止をしているというような状況で、

もし、それを問題なく、改善もできるようなことがあれば、法に触れる

ようなことがないような形で進めていける部分があればそういうふうな

形をとっていきたいというふうに思っています。 

 

中村博行委員長 十分、小売をしていたら大問題だという認識だとは思います

が、その辺りは執行部のほうではしっかりと調査はされていないと。言

い換えればその状態で今まで答弁されていたということにつながると思

うんですね。その辺は十分反省を。 

 

河口経済部長 今言われた点については大変申し訳ないと思っております。先

ほど言いました。物の流れとしては大丈夫だということだけで、私ども
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が答弁したことに対しましては深くお詫びを申し上げます。 

 

中村博行委員長 一応委員会での質疑、答弁については委員会としては執行部

の答弁は間違いのないものだというふうな認識で進めていますので、そ

の辺の信頼関係が損なわれてしまうと、今後の審査についても大きな影

響を与えますのでお願いします。 

 

河﨑平男委員 現在、小野田青果販売は、取引停止をしておりますよね。そう

いった中でいまだに小野田青果とフジ西宇部店が取引されておるという

ことはどういうことなんですか。 

 

河口経済部長 青果販売と西宇部店が取引をしていることはありません。中央

青果と西宇部店は取引はしてます。中央青果です。売買参加者であるフ

ジと中央青果が取引をしているということはあります。 

 

中村博行委員長 青果販売については後に出ますからその時にお願いします。 

 

中岡英二委員 フジの番号は何番と言われましたか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 フジは本社でございますが３７番です。 

 

中岡英二委員 フジとの取引はあるということですが、昨日も取引があったと

思いますが、その商品は誰が配達されていましたか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 社員が配達しております。 

 

中岡英二委員 今でも、中央青果の社員が配達しているということですね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 そうです。小野田中央青果の社員が配達をし

ております。 
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中岡英二委員 以前新しい仲買人ができましたよね。そういう方を花の海とか

西海食品とかフジとか、そういう地元の買受人の人とか仲卸人には、ま

だ移譲してないということですね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 仲卸業者のことでしょうか。（「はい」と呼

ぶ者あり）仲卸業者にはまだ移譲はしておりません。 

 

中岡英二委員 小野田中央青果が小売の仕事をしているのにつながるんじゃな

いですか。配達というのは。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 売買参加者ですからその売買参加者が買った

ものをただ配達しているだけのことです。 

 

中岡英二委員 それは卸の仕事ですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 商取引の中でのサービスの一環というふうに

解釈をしております。 

 

中岡英二委員 これは大事なことなんでもう１回確認しますが、それは卸がや

るべき仕事だと考えておられますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 本来は買参者の方が市場に来て、自分で持っ

て帰るというのが本来の姿であろうと思いますけれども、なかなかトラ

ックがないとか、荷が多いのでなかなか持って帰れないというところも

あろうかと思います。そういうところについてはサービスの一つとして、

やることもいいのではないかなというふうに理解をするとこでございま

すが。 

 

中岡英二委員 それはフジだけじゃなくて、花の海さんや西海食品さんもやら

れているんですか。 
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深井経済部次長兼農林水産課長 花の海、西海食品、フジ、そういったところ

には配達をしているとこでございます。 

 

中岡英二委員 私も市場には長く勤めていますけど、一般的な常識からしてそ

れは仲買人の仕事だと思います。それはできるだけ、今、仲買人、買受

人もおることですから地元の業者にやってもらうべきだと思います。そ

してフジの３７番の仕入れ実績っていうのは伝票上あるんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 販売原票がございます。 

 

中岡英二委員 この１年間の買受け実績っていうのを確認させてもらっていい

ですか。今でなくていいです。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 販売原票を見られるということでよろしいで

しょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）それは市場のほうに来ていただけ

れば。 

 

中岡英二委員 そうして配達したものは、小野田中央青果の従業員が陳列して

いるんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 社員が陳列をするのはフジの各支店にも小さ

いコーナーがあるんですけれども、そこのごく一部でございます。フジ

との取引全体でいうと恐らく５％行くか行かないかぐらいの量だと思い

ます。ほとんどは陳列しておりません。配達だけでございます。 

 

森山喜久委員 今、中央青果が配達している業者名を全て教えてもらっていい

ですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 済みません。私のほうもそれは把握していな

いところでございます。 
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森山喜久委員 それはまた確認して教えていただきたいというふうに思います。

答弁の中で相対取引をしていると。でもそれ以外のところで改善すると

いうふうな形の部分があったんですが、それは先ほど言われた全体を納

品しても９０％、９５％は相対取引の物であと５％分はまた別のものと

いうふうな意味合いなんでしょうか。どうでしょうか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 別のものでございません。全て相対でござい

ます。 

 

森山喜久委員 全て相対ということの分で改めて確認したいんですけど、フジ

の分で言ったら今までこの間、中央青果で販売していますよというふう

な疑惑があって、実はそれはいやいやそれは小野田青果販売でしたとい

うふうな形の部分の説明がありました。今、そのコーナーがいまだにそ

のまま残っているという中で、そこにまた物品は入ってきているんです

よね。今、言われたように多分社員が陳列するごく一部っていうのはそ

この部分というふうに思っているんですが、それを結局疑惑の中でみん

などうしてなのかという、何でそういうふうなことをしているんだとい

うふうな形の部分で思っていると思うんです。なおかつ、先ほどやった

星マークというふうな形の部分で言えば、もう小野田青果販売とバーコ

ードやった時点で上にも出るんですよ。バーコード管理でフジとは別の

もので小野田青果販売のものがここでこれだけ売れていますっていうふ

うな形の部分で把握するための管理をされているというふうに認識せざ

るをえないんですよね。現場に行ったほうとしては。その辺どういうふ

うにこの間、整理されてきたかどうか教えてもらっていいですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 レシートにある小野田青果と書いてあるとこ

ろだろうと思いますけれども、これにつきましてはでフジの本社が一元

管理をしているということでございました。私どもといたしましてもそ

こまで、各支店に話をすればよいというふうに思っておったんですけど

も実はそうじゃなかったというのがございますので、本社のほうにお願
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いをして、ここを訂正していただくように話をしていきたいというふう

に思っております。 

 

森山喜久委員 訂正が小野田中央青果の部分で、小野田青果販売に変えるとい

うふうな形でもう１年前に言われたじゃないですか。１年も掛かること

なんですか。 

 

中村博行委員長 最後のところもう一度どうぞ。 

 

森山喜久委員 １年前にもそういうふうな話で中央青果だ青果販売だって話の

部分があったと。それをラベルを含めて誤解を招くようだからきちんと

するよっていうふうな話で、前代取のほうがやられたというふうに記憶

しているんですよね。逆に言えばそのときに、小野田青果販売の分がそ

のまま残っているのかどうか分かりませんけれど、それは今回小野田青

果販売という形の分が残っているというのが分かった時点で早急にこれ

は変えてもらわないと困るとか、もしくはフジの先ほどの２種類の機械

があるっていう形の部分があれば、なぜフジのラベルじゃないのか。わ

ざわざ私の自信作というふうな形の分のラベルを使う必要があるのか。

そこがよく分からないんですよね。その辺分かれば教えてもらえますか。 

 

中村博行委員長 要するに指摘は資料３の私の自信作のほうにはそれがないの

で、結局、中央青果がそれに絡んでやっているんじゃないかという指摘

があるんですよね。今、森山委員の言われることは、二つの機械がある

とおっしゃったんで、なぜフジ西宇部店と明記されたほうの機械を使わ

れなかったかっていうことだと思います。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ラベルにつきましては、なぜフジの社名の入

ったラベルを使わないのかということにつきましては、これは各店のこ

とになりますので、理由は聞いていないところでございます。 
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中村博行委員長 言われているのが私の自信作っていうのは地場産の青果であ

ると。だからっていうふうなことは言われているんですよね。指摘を受

けたのはですね。それが、中央青果のほうに当たれば、中央青果の小売

につながるんではないかということを懸念して、言っているんですけど

も。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 中央青果で作成して持っていくものではござ

いません。これは、先ほど申しましたように私がフジに行きましてバッ

クヤードに入れていただいて、そのときに、目の前で作っていただいた

ものと全く一緒でございます。ですから、シールラベルにつきましては、

中央青果で作っているんではなくて、フジの店舗の中で作っているもの

でございます。それをサービスの一環として、ごく一部の商品でござい

ますけれども貼って陳列しているというところでございます。 

 

中村博行委員長 そうすると二つを色分けするのは何か基準になっているんで

すか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 その区別する理由につきましては店のほうに

確認をとっておりません。 

 

中村博行委員長 その辺は大事なところなんで、調査を必要とするところであ

ります。 

 

中岡英二委員 今ラベルうんぬんっていうのは私もよく理解しております。こ

のラベル、プリンターっていうのは、お店の方が管理してやられている

と思います。しかし、小野田中央青果という表示は変更可能なことだと

思います。たとえ本部がどうのこうのじゃなくてそれは変更できます。

それよりも一番大事なのは、小野田中央青果の人が、多分電話で注文を

受けてそれを配達して、多分４尺２本ぐらいコーナーを取っていると思

うんですよ。それを並べたりとか、そういう仲買人の仕事をされること
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に一番問題があると思います。だったら仲買人をこのたび作ったじゃな

いですか。小さい買受人の方もおるじゃないですか。そういう方たちを

もっともっと利用してそこで小野田中央青果で買ってもらう。確かに目

に見える利益というのは上がると思いますよ。中を通さないんだから。

そうじゃなくて、今できた買受人たちがおってじゃないですか。そうい

う方たちにそういう仕事を移譲していって、そういう方たちが儲かるよ

うに、当面は配達はしにくいかもしれないけど、そういうことをできる

ように考えていくのが、市の仕事だと思いますよ。だから持っていたラ

ベルがどうのこうのはそれはあると思いますけど、やはりそういう仕事

を買受人の方たちに移譲してないということが一番の問題だと思います

よ。どう思われますか。そして、さっきサービスと言われましたけどサ

ービスイコール買受人の仕事ですからね。 

 

河口経済部長 委員さんから話しありまして先ほど申し上げましたが、今日か

ら止めている状況というのはいろんなことがあるのもありますので、今、

委員さんからもありましたことも含めて、改善をしていきたいと思いま

すし、今言われたことを心において、まだ改善するときが、仲卸さんが

間に入ればあまり問題はなくなるということもあると思いますので、そ

れも含めて検討を考えていきます。 

 

中岡英二委員 ぜひとも地元業者さんの利益につながるようなことをまず第一

に考えていただきたいと思います。 

 

中村博行委員長 今、答弁いただいたんですがそういたふうに今度は中央青果

がその仲立ちといいますか、今までしていたことはなるべく控えるとい

う考えでいいですか。（「はい」と呼ぶ者あり。） 

 

岡山明副分科会長 勉強不足もあるんでしょうけど、私詳しく分からないんで

すけど、中央青果なんですけど、仲買人のコードナンバー中に、フジの

分が３７というのがあるんだけど、そういう状況の中で中央青果の商事
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部の中に９６３という西宇部店の割当ての番号があるということが出て

いるんですよ。そうすると今フジに流している商品というのは、中央青

果から第三者という話をされたんですが、第三者は誰なんですか。流れ

として中央青果からどこに行って、商店のほうに流れているか、その流

れをちょっと教えていただきたいんですけど。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 中央青果から直接フジの各支店に配達をして

おります。どこも経由しておりません。 

 

岡山明副分科会長 そうすると、その説明なると中央青果がそのままフジに持

って行っているということになりますよ。では中央青果が小売もしてい

るということを認めているんじゃないですか。（「違う違う」と呼ぶ者

あり） 

 

森山喜久委員 全部で何店舗フジのほうに配送しているのか教えてもらってい

いですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 毎回ではありませんが６店舗でございます。 

 

中岡英二委員 その店の住所を教えてもらいますか。遠くまでは配達されてい

るということですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 まず宇部が二つございます。小郡、長門、美

祢、山口、それとたまに新南陽ありますので、それ入れると七つになり

ます。 

 

中村博行委員長 社員の方が行かれているのはその中で宇部だけですか。全部

ですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 全部の支店に手分けをして配達をしておりま
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す。 

 

中岡英二委員 今従業員３人ですかね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 社員が２人とパートが９人でございますが、

配達に行くのは、社員１人とパート２人の３人で配達をしております。 

 

中岡英二委員 それだけ遠くに配達するというのは明らかに仲買人の仕事をさ

れているのと一緒ですよ。そういう業務をするんなら、産地回ったり、

いろんなとこ行ったりして、いいものを仕入れるようにしたほうがいい

と思いますよ。そういう仕事は先ほども言いましたけど、地元の買受人

や仲買人に頼むのが本当だと思いますよ。 

 

中村博行委員長 労力と時間の使い方を間違えているのではないかという質疑

ですよね。そのあたりは是正していくということなんでしょうけども。 

 

河﨑平男委員 フジ西宇部店は買受人でコードナンバーが３７番と言われまし

たよね。３７番に中央青果から請求書はナンバーがないんですけどどう

してなんですか。３７番という番号が出てこないですよ。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ３７番といいますのは、フジの宇部店ではご

ざいませんで、フジの本社でございます。各支店には先ほど言われまし

た中央青果の商事部が使っていた番号、それをそのままフジの各支店に

振り分けて、それで経理上の整理をしておるところでございます。 

 

中村博行委員長 フジのほかの店舗、全部で７店舗あるとおっしゃったんです

けど、全部同じナンバーになっているんですか。 

深井経済部次長兼農林水産課長 各支店は違う番号でございます。ですから、

フジという会社がございます。これが３７ですね。イメージとして３７

の１、３７の２、枝番の１に当たるところが、９００番台の番号をそれ
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ぞれ当てているという形でございます。これは具体的におっしゃった上

の西宇部店とか番号は分かりますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 西宇部店につきましては９６２番です。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 宇部店が９６４、長門が９６７、山口が９６

８、美祢が９６６、小郡が９７０、新南陽は９６９です。 

 

中村博行委員長 一般質問の答弁で青果販売を全部地元の小売店などに移した

と一般答弁の答弁があったんですが、これに対して、指摘されたのが花

の海、西海食品、フジも依然としてつながっているという指摘がありま

す。またここ数年フジと中央青果の取引は全くないそうですと。これが

今おっしゃった３７番のコードで請求書が出てないということは本社等

の関係が今はないという答弁ですね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 本社から一括して各支店のお金が中央青果の

ほうに振り込まれているという形でございます。 

 

中村博行委員長 副市長が来客ということで退席されますので、御了承くださ

い。よく分からないんですが、３７というのは本社の番号で本社が一括

してっておっしゃったんですけど、そうすると、その時点で３７番とい

う請求書が出てないということがちょっと解せないところがあるんです

けど。本社に対して個別の９００番台が個別で請求がいっているという

訳ですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 請求書につきましては、各支店ごとに作成を

しております。作成しておりますが、実際には送付していないのが実情

です。それで月２回ほどフジの本社から入金がありますけれども、これ

につきましては、各支店のバーコードで、本社のほうで一元管理ができ

るというふうに伺っておるとこでございます。月２回中央青果のほうに、
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本社からそれからお金が振り込まれまして、その明細が郵便で送られて

きます。だからそれで支店の番号があるんですけれども、支店の番号と

いうのが中央青果の経営管理する番号ではなくて、フジの管理する番号

でございますので、どこの支店のお金が幾らかっていうのがどこの支店

なのかというのがよく分からないところはありますけれど、やりとりと

しては、各支店に荷を下ろして、当然請求書も作成しますけども、それ

についてはかなり以前からということなんですが請求書は送っていない。

ただ、その代わりにバーコードで一元管理が本社のほうでできるのでそ

れに基づいて、本社から３７番の本社から、お金が振り込まれると支払

われるという形でございます。 

 

中岡英二委員 実際に宇部店がキャベツ、白菜、いろんなものを仕入れると思

うんですよ。それは個別の請求書、買上げとなっていますか。それから

一括の仕入れの何％で支払いが起こってくるのか。お聞きします。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 請求につきましてはその日ごとに作っており

ます。１日のうちに卸した品目は何であって、それが何個あって、金額

は幾らというふうな形になっております。 

中岡英二委員 それはきちん残っていますよね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 残っております。 

 

中村博行委員長 そういうふうに個別に請求は一応作っておられるけれども、

入金のほうは本社から一括してくるという流れですね。そうすると中央

青果がフジ向けに出している商品の番号があると。これがイコール中央

青果がフジに場所代を払って売上金をとっている。これは指摘では最大

の証明だと言われたんですけど、今の答弁を聞くとそうではないという

ことになるんですけど、この辺の説明、こういう指摘に対してこれは間

違いですよというのがあれば。 
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河口経済部長 これにつきましては、基本的に場所代としてお支払いしてる部

分はないんです。それで先ほど申し上げたのがお金の流れというのがそ

こでございまして、どういうふうな形で、そういうふうな形をとってお

るのかどうかっていうのも含めて、調査をしないといけないと思ってい

るんですね。それはそうじゃないですと言えればいいんですけども、正

直言うとその分もお金の流れという部分で、すぐ調査をしていかないと

いけないとこがございますので、その結果を見ていただければと思って

おります。 

 

中村博行委員長 それと９６３番という指摘なんですけど、これはフジの続き

番号ぐらいになるんですよね。その間の番号が中央青果という指摘があ

るんですよ。中央青果が逆に言うと買受人になっているような番号です

よね。この番号からすると。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ９６３番というのは実際には使ってはおりま

せん。 

 

中村博行委員長 この指摘は違うということになりますね。ここまで中央青果

が小売をしているんではないかという指摘なんですが、これに対しての

質疑があれば。 

 

恒松恵子委員 先ほど中岡委員が請求書とおっしゃっていましたけど、多分チ

ェーンストア統一伝票じゃないかと思うんですが、違いますか。請求書

はその日その日に出すんじゃなくって、納品書じゃないですか。もし請

求書を出されるって言ってないという事実がはっきりしたら、また委員

会で迷惑を掛けますから、その辺がはっきり分かればありがたいです。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 請求書は中央青果の様式でございます。間違

いなく請求書はございます。 
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中村博行委員長 よく納品書と請求書が一緒に来ますよね。請求書ということ

ですね。６月２５日の株主総会の議事録で中央青果の存続の問題を含め

て、今後、役員会で検討するというふうに決定されたということで、こ

れはとにもかくにも中央青果閉鎖への動きが始まっているんではないか

という指摘があったんですが。そして、未収金の中でかなりの小売店が

辞めているということ、滞っているということになると思うんですが、

小売店が存続をしていないと。このことから、債権を確定し中央青果閉

鎖の段取りをしていると思わざるをえないというこの２点について。答

弁をお願いしたいと思います。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 最初の中央青果の存続問題でございますけれ

ども、６月２５日の株主総会の中での一つの議案として上げたことでご

ざいます。第５号議案の中で中央青果を存続するか否かという表現を用

いまして、株主さんの御意見をいただきまして今後も取締役の中で、協

議を重ねながら検討していくということで承認をいただいたところでご

ざいます。このときに私が言葉足らずだったなと思うところがございま

す。と申しますのが、この前の第４号議案で中央青果の今年度の事業計

画を提案しております。その事業計画の中で取扱量を対前年同月比の１

５４％という、半分以上の取扱量の増を図っていくという提案をしてお

ります。これについて株主さんからも５４％増というのは非常に厳しい

んじゃないかという御意見もございました。厳しいのは厳しいです。恐

らく不可能に近い数字だろうと思いますけれども、でも、中央青果の赤

字の状況を改善するには、そこを目指さないとだめなんですということ

を説明をいたしました。ですので５４％の増はそう簡単には達成できる

ものではないということは十分認識はしておりますけれども、あくまで

も中央青果を存続していくためには、そこを目指すんですということを

説明して、承認をいただいたところでございますので、第５号議案では、

存続するか否かと申し上げましたけれども、基本は中央青果の存続とい

うところでございます。ただ、決算書にありましたように、大幅な赤字

でございますので、５４％増というのが非常に厳しい状況にあるという
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中で、それが達成できない場合はどうするのか、そのときには中央青果

の事業停止とか、そういったものも視野に入れながら何とか中央青果を

存続していくために、どうしたらいいのかという協議を今後も続けてい

くという意味で、その後５号議案を提案したところでございます。 

 

中岡英二委員 確かに１５４％っていうのは厳しい売上増だと思いますが、具

体的にどのようなことを取り組んでこられましたか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 これまでの取組というのはないんですけ 

れども、今、取組始めたところでございますが、中央青果が取扱いの相

手としている業者さんの中で１番の大手がフジでございます。まずこの

フジさんに取扱量を今以上に増やしていただけないかお願いを支店のほ

うに回っているとこでございます。また、本社のほうにもこのお願いを

しようというふうに考えているところでございます。  

 

中村博行委員長 それと地元のスーパーですね。固有名詞を挙げてもいいと思

うんですが、そういったところへの働きかけていうのは止められたって

いう経緯があると思うんですけどそういったところを。 

 

河口経済部長 いろいろアドバイスをいただきながら、そこは難しい部分もあ

るかもしれませんけども、やっぱりそこも基本的にはトライもしていか

ないといけないんじゃないかというふうに思っていますので、そこも積

極的にはしていきたいというふうに思っております。 

 

中村博行委員長 これに対して市長自らがそういったことをすべきだと。そう

しないと改善できないよっていうような指摘もあるんですけど、それは

市長のほうに報告はされていますか。 

河口経済部長 基本的には取扱高を上げていきたいということの手法の一つと

してはお話はしていますし、副市長も積極的に動いていくということで

話をしておりますので、市長、副市長ともに積極的に進んでいくという
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ことで思っておるとこでございます。 

 

中村博行委員長 後半のほうで未収金について小売店がかなりやめておられる

と。その辺で債権を確定して次の段階にするんではないかというような、

懸念をされておりますけれども、その辺の状況はどのように判断されて

おりますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 売掛金、買掛金、両方とも全ての業者さんで

はございませんが、残高照会をしたところでございます。この残高照会

をする目的と申しますのは、買掛金については返済計画、売掛金につい

ては、改修計画を取締役会の中で協議していく材料にするのが目的でご

ざいます。中央青果閉鎖の段取りをしているということではございませ

ん。 

 

中村博行委員長 これに対して広島の税理士さんからそういったことからの指

導なりがあったんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 弁護士さんからの御指導もございましたし、

税理士さんからも同様の指導がございました。 

 

中村博行委員長 この２点についてともに閉鎖へ向かっているんじゃないかと

いうような懸念をされているということで、質疑があれば。以前から執

行部の答弁は、閉鎖はしないということで明確に答えられていますけれ

どもその辺を再度、答弁をいただきたいと思いますが。 

 

河口経済部長 いろいろな部分でこの間の一般質問でもお答えしましたけども、

市場については閉鎖をすると地域の小売をされていらっしゃる方は困る

という市長の言葉からもありますけども、そういう形で市場については、

継続していきたいというふうには考えております。あと取扱高が上がっ

てすれば中央青果の売上げが上がったりすることも当然ありますが、今
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の厳しい状況の中ですが、できるだけ深井次長が言いましたように、中

央青果も存続をまず目途にしながら、それはどういう状況になるかって

いうのはまだ今からの先ほど言いました税理士の先生の診断とかも少し

出てきますので、それを判断しながら遅れましたけども、判断しながら、

その辺を考えていく部分になろうかなというとこは思っておるところで

す。 

 

中村博行分科会長 次の資料の監査報告です。この中で深井社長は青果販売に

ついては問題があるが中央青果には問題がないというふうに明確に答弁

されたと。この発言について、今どのようにお考えですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 監査報告の中で青果販売、中央青果ともに指

摘があったところでございます。ただこれは今年の３月議会であったろ

うと思いますけれども、そのときには青果販売については問題があると

いうことは私も報告する中で認識をしておりましたけれども、中央青果

につきましては、そこまで理解が至っていなかったというところでござ

います。これは本当に大変申し訳ないと思っております。 

 

中村博行委員長 それは想像にそんなに難しくないなという気はします。その

当時は、多分そうだったんではないかという想定はできますけれども、

やはりその辺も含めて実態をしっかり把握した中での答弁でないとやっ

ぱり、委員会での答弁というのは非常に注視をされると。今回の市民懇

談会の中でもしっかり委員会記録を全部網羅して把握されておりました

し、また議会のほうが映像を流していますので重要な部分についても、

全部切り取られて、検証されていたという点がありますので答弁等は、

今後とも慎重にしていただきたいと思います。それでは次の中央青果商

事部が仲買人のコードナンバーを持っていることは、完全に条例違反で

あるということに対して答弁いただきたいと思います。さっきの番号で

すね。これを指摘されているわけですが。 
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深井経済部次長兼農林水産課長 中央青果の商事部というのはもうございませ

ん。ですので、先ほど申しましたように商事部が使っていたナンバーは、

それぞれフジの支店に振り分けて、中央青果が経理上、使っているとい

うところでございます。 

 

中村博行委員長 答弁がまだの部分については調査中であるということで、分

かった時点で、委員会の報告をしてもらおうと思いますが、今日現在の

そういった今までの質疑を含めてあるいは、市民懇談会で私がまとめた

もの以外でお気付きの点があったら質問していただきたいというふうに

考えております。 

 

森山喜久委員 ５月２７日に委員会で総会の議事録というのが出されました。

ただ市は提出した議事録とは別に正式の議事録あるというふうに指摘を

されているんですよね。本当の正式の議事録があるならば出していただ

きたいんですが、どうでしょうか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 それは３月２０日の取締役会の議事録という

ことでしょうか。 

 

森山喜久委員 そうです。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 出せとおっしゃれば出せますけれども、Mirai

さんが、作られた資料の中にも入っているものと同じでございます。 

 

森山喜久委員 では確認なんですけれど、Mirai さんが出された議事録で間違

いがないということでよろしいんでしょうか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ３月２０日付け、全部で１７ページにわたっ

ておりますけれども、これで間違いはございません。 
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森山喜久委員 この資料が間違いないということの部分でお話をさせていって

もらいたいと思うんですが、なぜ二つあるんですか。要は市のほうがこ

れが議事録ですよと出されたのは１枚でした。３月２０日の分の議事録

はこれ１枚でしたよという形の部分で出されたんですけど、実際は１０

数ページの議事録あるという形の部分で、要は印鑑を押した議事録が二

つとかあるっていうのは普通考えられないんですよね。悪い言い方なん

ですけど偽造じゃないかという話も含めて、何でこういうふうに二つ存

在しているのか。逆に言えば先ほど言われた分は、１０数ページの分が

正しいというふうに言われたのであれば最初に出された１枚分は、うそ

だったのか。資料の６というふうな形の部分でこっちの委員会のほうに

産建の委員会のほうで議事録で出された形の部分で、ただ今私が言った

のは本当の議事録があるっていう話があるんで、出してもらえませんか

と。それは Mirai から指摘されたもので間違いがないと。それが本来で

あるならば、最初に出された１枚紙の事録は何で存在しているのか。そ

れを説明していただきたい。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 本来の議事録につきましては、作るのに大変

時間が掛かったものでございます。最初にお出ししました１枚紙の議事

録でございますが、これは、代取の変更登記をするためにその部分だけ

を抜粋して作ったものでございます。これをまず急がなければならない

というところで、これを出したというところでございます。 

 

森山喜久委員 この１枚の分は代取の変更を法務局のほうに出すための部分の

議事録であったというふうな形の部分で今、説明があったんですけれど、

それを５月２７日には２か月後の委員会に出されたことが、どうなのか

っていうところで、６月２５日に株主総会がある中で、実はこれが新し

いのでしたよっていうふうな形のもので示されました。示された後、私

たち委員会のほうには一切報告ないんですよね。そういった形を含めて

言えば、委員会を軽んじているのかなという形の部分含めて思うんです

よ。その辺を含めてどういう経過であったのかっていうのをまた教えて
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ください。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 先ほど申しましたように正式な議事録を作る

のに大変時間が掛かってしまったというところがございます。２か月、

３か月たった中でそんなに時間が掛かるのかと言い訳に聞こえるかもし

れませんけれども、実際これ作るのにかなりの時間を要しまして、議会

にお示しするのが先ほどの１枚紙のほうが先になってしまった。そのあ

と、この議事録ができ上がった後でこの委員会にお示しするべきところ

だと思いますけれども、失念をしておりました。これはついては、大変

申し訳ございませんでした。お詫びを申し上げます。 

 

中村博行委員長 この点については以前も謝罪を受けたわけですが、３月１９

日に委員会を開きまして、その翌日に取締役会で社長が代わっていたと。

その報告が随分遅れましたよね。それを含めて、この１枚紙で示された

というふうには思いますが、やはり辺りからしっかりした委員会報告が

なされてなかったと。これ以前も謝罪はあったんですけど、今回指摘を

受けてその謝罪が何だったんだろうかというぐらいの思いを、委員全員

しているということにつながろうかと思いますが、したがって今、森山

委員の指摘された１枚紙と正式な議事録、これは今答弁されたように、

急がれた１枚と、議事録を作成するには相当時間が掛かるということで

ありましたが、これについてはこういう公文書的なものをそういうふう

な取扱いをしたことに対しては非常に遺憾であるというような気がいた

しております。それならそれなりの説明をそのときにされておるべきで

あったというふうには思います。 

 

中岡英二委員 今後は必ず議事録というのは出されるということですか。 

 

中村博行委員長 今までは中央青果のものであるのでなかなか表に出せないと

いう答弁があったんですが。 
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河口経済部長 お話ありましたように以前はそういうような形でお話をさせて

いただいていたと思います。基本的には今、７月１０日に中央青果のほ

うから協力要請等もありまして、当然、市のほうも、サジェスションし

ていかないといけないということもありますので、この辺の情報につき

ましては、皆さんのほうに御提示をしていきたいというふうに思ってい

ますので、今でも会議録大分ありますけど、これについてはまた追って

提出をしたいと思っております。 

 

中村博行委員長 以前からできるだけ資料等は開示をしていきたいと。これは

自治法１５２条、随分言われたんですよね。そういうふうに自治法が改

正されて、そういった第三セクターの内容の部分についても、資料請求

ができるんで、それをしてない委員会はいかがなものだというような指

摘を受けましたんでね。それに対して今まで執行部のほうの答弁は、も

うできるだけ表に出せるものは出してきますよっていう姿勢というふう

に受け取ったんですが、今回、改めて、そのことが非常な大きな問題で

あるということでありましたんで、今後、留意をしていっていただきた

いというふうに思います。 

 

森山喜久委員 たださっきの議事録の部分でも、当時の説明の部分も資料も実

際足りてないっていうふうな形の部分認識があった中で３回の委員会が

あっても全然方向を示されてなかったと。あと５月２７日で私自身この

委員会で指摘している案件、いまだに返答来てないんですよね。何かと

いうと５月２７日は深井さんが社長に就任しましたよっていうふうな報

告でした。その中で要は利害関係がない。今後も生じることのない証明

をしてくれと。市長の決裁を受けたからいいんです。報酬をもらってな

いからいいんですというふうな答弁もあったんですけれど、結局利害関

係がどうなのかと。生じてないっていうふうな形の部分きちんと証明し

てもらわないといけないんじゃないですかっていうふうな形の部分を２

月２７日の委員会中でずっと言わしてもらったんですけど答弁がなかっ

たです。宿題でいいですよという話をしたんですけどその後、議論の中
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で結局それが答弁されてないという形の部分含めて、さっきの議事録の

分でも修正があったとの報告もないという形の部分を含めて言えば、そ

の姿勢自体はどうなんでしょうか。 

 

河口経済部長 森山委員の御指摘でございますが、本当にそのとおりで先ほど

会議録の変更があった分についてはでき上がり次第、御提示すると、会

議録がちゃんとしたものがここでできましたということで、報告すべき

だったというふうに思っております。大変申し訳なく思っております。

先ほど言いました森山委員からの御質問の件も記憶しておりまして利害

関係は基本的には当時も言っていたと思いますが、利害関係はないとい

うふうに御回答も申し上げましたが、まだ、自信がないとこもありまし

たので、宿題という形になっておったと思いますが、その回答を大変申

し訳ないんですが、本来は直に委員会の中で御回答を申し上げないとい

けないとかころしれませんが、一般質問の中でもいろいろな御質問され

た中で回答があったということもあって申し訳なく思っております。今

後こういう御質問は丁寧にお答えをしていかないといけないというふう

に思っております。大変申し訳ございませんでした。 

 

森山喜久委員 ２７日の宿題の分はまた後日でも改めてお願いしたいというふ

うに思うんですけれど、議事録の関係でいったときに注意事項としては

言われてないですよね。これは取りあえず登記に資するための資料です

と。今後変更があるというふうな差し替えがあるというふうな形の分も

なかったですよね。逆に邪推すれば、指摘がない限りはもうこのまま１

枚でやろうとしていたのかどうなのか。その辺はどういうつもりだった

のか。お答えいただけますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 そのような邪推はございません。今は全ての

情報は中央青果のものであっても公開すべきだという考えに至っており

ますけども、この当時としてはこれは中央青果のことなので市として公

文書として持っているわけではないというような認識でおったところで
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ございます。 

 

中村博行委員長 その時点はそういう姿勢やったですね。中央青果のことにつ

いてはほとんど答弁せんとね。 

 

岡山明副委員長 どうしてもその小売の部分がなかなかこう理解してないもん

ですから、市民懇談会で受けたのが小売をしているというイメージがあ

ったんですが、そういう状況の中で、一つ上にあるのは請求書は出てな

いという、これは今の状態でいくと中央青果とフジ本社とのつながりで

売買をされているという状況になると、その小売は有り得ないとその辺

はもう明確ですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 中央青果の小売というのはあり得ません。フ

ジの各支店におきましては、中央青果の月報の中でそれぞれの支店がそ

の月にどのぐらい買い付けたか。つまり中央青果からどのくらいその支

店に卸したかというのが、全て分かるように金額でございますけれども、

各支店ごとに分かるようになっております。 

 

岡山明副委員長 では支店に卸した分は、中央青果の日報、月報に数量と金額

的にはじきだされているという状況でよろしいですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 月報のほうには金額しか載っておりませんが、

例えばその日、どこの支店にどういった商品を卸したとかいうのは販売

原票、請求書を見れば分かります。 

 

岡山明副委員長 そういう状況の中で、何回も言うんですけど小売という表現

があるから、その辺だけは私も否定したいという状況が、今回の市民懇

談会の中であっちゃいけん部分だと、そう思っているんですけどその辺

で社長のほうからそういう、あり得ないと。日報月報でしっかりやられ

ているという状況で、それはいつからですか。以前の元帳ははっきりし
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ていないという状況の中で、平成３０年以降からの元帳が作られるとい

う状況があるものですから、小売をしていないことが記載されている、

そういうスタートがいつからかということをお願いしたいんですけど。 

 

河口経済部長 副委員長の御質問の中で小売についての話、先ほどもちょっと

申し上げました。小売については基本的には卸売業者が小売をしたらい

けないというのは、当然の話でございます。うちの社員についても、卸

売が小売をしたらいけないという意識は持っているということでござい

ますが、先ほど申し上げました小売は有り得ないっていうのは、私は思

っているんですけども、外から見たときに、いやそれは小売じゃないか

とかいうふうな疑問を持たれてもいけないということもありますので、

そこは先ほど申しましたように、物の流れは全然問題ないと思っている

んですけども、お金の流れ的なものをちょっと確認させていただかない

と、その辺をはっきり小売ではありませんというふうな形を今できない

というのが現状でございまして、また、お金の流れを確認させていただ

いて、御報告をさせていただきたいというふうに思っているところでご

ざいます。こんな回答で大変申し訳ありません。 

 

中村博行委員長 要するに調査しなければならない事項が幾つか、その中の一

つということで。 

 

森山喜久委員 今のに関係するんですけど、要はフジから小野田青果販売が撤

退した日はそいつなんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ５月３１日でございます。 

 

中村博行委員長 それをもって取引停止という形ですよね。それでは最後の部

分で Mirai からの指摘で、深井社長になった直後、あるミスをされたと。

そこで社長として、ある業者に謝罪に行った際、市職員がついて行った。

そのときに「古川さんから言われて謝罪に行きました。古川さんに叱ら
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れました。」というようなことが言われておって、しかも全部録音して

いるから間違いないということを言われたんですが、なぜ、中央青果の

社長が謝罪に行くのに、市の職員がついて行くのかという点。そしてそ

の裏では、中央青果のことは答えられないという答弁があったんですが、

これに対して、全部副市長が指示しているのではないかというふうなこ

とが言われたんですが、その辺の実際どうであったのかということに対

するものと、この辺のことが実際にあったのかどうかも含めて答弁を。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 これは４月６日土曜日の件だろうと思います。

このときには、ある売買参加者の注文に対して、それに応えていなかっ

たと。これは訴訟の関係でございますけれども、別の業者さんからこれ

に関してクレームが来ました。ですので、そのクレームのあった業者さ

んのところに行ったわけでございますが、ここには謝罪と書いてありま

して、また、古川さんから言われて謝罪に来たとか書いてありますが、

何を言ったか詳細についてはもう半年前のことですので、私は覚えてお

りません。ただ、ここに録音されているというふうに書いてありますの

で、このとおり申し上げたんだろうとは思いますけれども、私のこのと

きのイメージといたしましては、謝罪というよりもなぜそのようなこと

になったのか。その説明に行ったというのが正直なところでございます。

市の職員が中央青果のことで何でついていたのかというところでござい

ますけれども、本来なら、中央青果の社員と一緒に行くのが本来の姿か

なとは思いますが、これにつきまして弁護士さんとも確認をとる時間も

当然必要でございました。時間を取ったとことによってクレームのあっ

た業者さんのところに行くのが、夕方になってしまったというのがござ

います。中央青果の業務というのは３時に終わりますので、それを過ぎ

てそのクレームのあった業者さんのところに行くことができるようにな

りましたので、そのときにはもう社員はいませんでした。ですので、私

１人で行ってしまったら言った言わんというのがありますので、課の職

員を連れて行った次第でございます。 

 



37 

 

中村博行委員長 中央青果のことについては答えられないというのが今後は、

中央青果から協力要請があったという文章から、ほとんど対応をされる

という理解でいいですね。 

 

古川副市長 今、深井次長が答弁したとおり、私のほうにもそういう相談があ

ったんで、もしミスをしていたらそのように説明に行くべきだというよ

うなサジェスションはさせていただきました。これ中央青果の問題であ

ろうとなかろうとそういうようなミスをしたらちゃんと相手方に説明責

任があるんでそれは行きなさいというようなことはいったことは確かで

す。それと同時に今ずっと、部長、次長がいろいろ御質問に答弁いたし

ておると思いますけど、今回、３月の終わりに代取が変わっていろいろ、

平成３０年度の決算等々を見る中でいろんな問題が浮き彫りにされてき

た、６月の終わりに、決算が出て今もちょっと税理士さんのほうにもお

願いをしておる状況で、また７月１０日に中央青果のほうから市のほう

とＪＡのほうに、助け船のような文書をいただきましたので、いろいろ

市のほうも動いておる中で先ほどのフジの件についても一歩踏み込んだ、

７月３日の答弁とは違う一歩踏み込んだ作業もしていけると思います。

そうした中で、今もちょっと中座したのは法的な専門家の人と接見をし

ておったところでございまして、今後は、この場で議員さんのほうから

もいろいろこの中央青果をどのようにするかというのは、御意見もいた

だいきたいところでございますので、必要に応じて、議案、資料も御提

示いたしますし、また、いろんな御意見もいただけたらというふうに考

えております。 

 

中岡英二委員 冒頭言ったことに対してすごく疑問を持っているんですが、行

政の差入保証金の１，５００万円。これ返還を求めないと言われました

が、そうした中でなぜこういう業者へ差入保証金を出したのかというこ

とで先方からの要請があったということですが、これは間違いないです

か。 
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深井経済部次長兼農林水産課長 前代取からそのように聞いております。 

 

中岡英二委員 昔のことは余り言いたくないんですが、これは確か平成２５年

に出されている金額ですよね１，５００万円というのは。大体差入保証

金というのは前払金のことなんですよ。前払い金をなぜ払うかというと、

特に産地とかそういう産地とかから仕入れをさせてもらうのにそういう

差入保証金、前払い金を払うということで、これ通常は１００万円ぐら

いです。そして大きい産地で、私は知っている産地では２，０００万円

というのが最高です。これ大産地です。それをなぜ１業者にこれだけの

金額を払われたのか。当時のことで分からないと思いますが、ちょっと

お聞きしたいんですが。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 これにつきましては一般質問の中でもお答え

しましたとおり、向こうのほうから相談があって、この金額に決まった

ということしか私は聞いてはおりません。ただ、確かに金額は差入保証

金としては高額であるというのは、取締役会の中でも共通した認識でご

ざいますので、ただ、まだそれとこれは先ほども取引が続いている間は

請求はしないというふうに答えておりますけれども、金額については、

十分に検討の余地はあろうかなと思っております。 

 

中岡英二委員 確かこの時期は補助金等も出していますよね。そうした中で差

入保証金を出すような余裕があったんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 １，０００万円と５００万円と、２回に分け

て差入保証金が出されておりますけれども、このときの経理を見ますと

非常に厳しい状況ではありましたけれど、これだけ金額を出すものはあ

ったというのは、確認はしているとこでございます。 

 

中岡英二委員 確かに異常な金額を出されて、今でもその取引が続いていると

言われましたが、そうした中で今も大変厳しい状態ですよね。その中で
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返還を求めないというのは私は合点がいかないんですよ。こういうとき

こそこういうお金をきちんと処理していただいて、１，５００万円はか

なりの金額ですよ。なぜ返還を求めないのか。再度お聞きします。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 返還を求めないというのは弁護士さんの言葉

もございました。取引をしている間は返還を求めるものではないという

ことでございますので、それを素直に従っているといえばそれまででご

ざいますけれども、先ほど申しまして金額については検討の余地はあろ

うかなというふうには考えておるとこでございます。 

 

中岡英二委員 執行部の方も大変努力されていると思いますが、委員会として

はこういう問題はいろいろ話してきて１，５００万円の返還を求められ

るというのは私は、納得いきません。できるだけ早くこういうものは処

理して相手方が支払ってないっていうのは確実に払ってないですね。 

 

河口経済部長 今、中岡委員のほうからもありましたようにその辺について再

度、今お話ししたのは一応、弁護士さんとは話をしておりまして、ただ

今のお話も含めて方法論もそうだと思いますんで、それも再度確認をさ

せていただきたいというふうに思います。 

 

森山喜久委員 今の中岡さんのほうに合わせますけれど、先ほど正しいと言わ

れた議事録の５ページの下のほうで言えば、この差入保証金自体は、当

該の会社のほうに入ってないと。１円も入ってないっていうふうなこと

が現状だというふうな形の部分で聞き取りをされているようです。監査

報告書のほうにも中央青果の中で、多分この会社のことなんでしょうが

黒塗りになっているところは、転貸ししてると個人に転貸ししているか

というふうな形のもの表記がある中で、そういった事実確認をしている。

そうして、こういうふうな指摘をされているにも関わらず、契約してな

いからっていうふうな形の部分含めて、取引を続けていくというふうな

姿勢はどうなんでしょうか。 
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河口経済部長 一応、小切手で対応しておりまして当然裏書とかございまして、

その裏書きも確認はしております。それが、個人の名前、会社の名前プ

ラス個人の名前、私印という形になっているとこありますが、一応弁護

士さんのほうに御相談したところはそれでも一応、会社にと言われます

けども、ただ会社のほうの経理を見てみましたら、そこに上がってきて

ないというのが現状であります。それについては、ちょっと別個の角度

からちょっと話をしていかないと弁護士さん通じてしていかないといけ

ない部分もあるんじゃないかというふうに思っておりますので、それに

ついては、今ここをまず一つ、１，５００万円はどうするかという話と

それから、違う角度でもちょっとその辺についてまた、弁護士とまた話

をしていきたいなというふうに思っております。ちょっとはっきりした

ことを言えないんで申し訳ないんですけど。そういう角度でちょっと違

う角度で見ていかないといけない部分もあるのかもしれませんで、それ

はまた協議をしていきたいと思っています。 

 

森山喜久委員 大量の金額だというふうな形の部分で言われていた、まさにそ

のとおりの中で、今、金額の見直しも含めて検討するというふうな話も

あったんでそこはぜひしていただいて中央青果も体力に見合った差入保

証金とあと本当にやっぱりそういうふうに出したからにはきちんと取扱

量が増えるというふうな形の部分が、目に見えて増える、そういった形

の部分の実績を積み重ねていくという形の部分をきちんと求めていって

いただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

中村博行委員長 宿題もありますしそれが分かった時点でまた報告をいただき

たいと思います。一番肝腎なのは先ほど副市長がおっしゃいましたよう

に、いかに市場を正常化していくか、こういう建設的な立場で委員会も

向かっていきたいと思うんですよ。できるだけやっぱり執行部の皆さん

も、委員会はそういう立場であるということと理解していただいて、疑

念を持たれることがないようにしっかりした資料提出をしていただけれ
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ばというふうに思います。 

 

藤岡修美委員 委員長のほうからも資料の提出うんぬんというお話があったん

ですけど、結局は深井部次長が中央青果の社長を兼務されているんでそ

の辺のなかなか判断っていうのが出てくると思うんで。ぜひ新社長を外

部からということで、どんなですかね。 

 

河口経済部長 課題になっていることは重々分かっています。一般質問でもお

答えしましたけれども、私たちはネットワークを持っていない、人的な

ネットワークが少ないのでネットワークがあるような機関とかにお話し

をして、こういうやり方もあるよとか、こういう方がおられるよとかと

いうお話はして、いろんな話も実際はしています。だけど、今のこの状

況であれば、もっと違う部分を改善していかないといけないといいます

か、そこを考えていかないとなかなか次進めないというところもあるか

もしれませんので、とにかく今はいろんなところで、そういう方を上げ

ていく、お話をしていくっていうことは続けておりますが、それと一方

では、今の体制的なものとか、そういうものも含めて同時に考えていか

ないと、人ばっかりこう来てくださいって言ってもなかなか今の状態で

はこれないよっていうのがありますのでそれも含めて、今進めておりま

すので、できるだけ早い時期にというふうな思いは前から変わっており

ません。 

 

河﨑平男委員 関連でお尋ねいたします。深井社長が緊急避難的に社長に就任

されておるって言われました。そういった中で緊急避難的とはどのぐら

いの期間なんですか。 

 

河口経済部長 緊急避難というのは本当に２、３か月とかっていうとこだとい

うふうに思います。私も本当にそれいう思いは持っておりますが、なか

なかやっぱり先ほど申し上げましたように、後任というのがなかなか難

しい。本当に早く１日でも早く見つけたいし、そういうような形をとっ
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ていきたいというのはもう重々思っております。なかなかいろんな分析

はしていただけるんですけども、なかなかそこで難しいという状況もあ

りますので、もう本当緊急避難という言葉というのは本当に正しい使い

方をしているかどうかっていうのはあるかもしれませんけども、できる

だけ早い時期にというふうな思いは持っているところでございます。 

 

河﨑平男委員 そういった中で現在正常化に向けての方策をいろいろと考えら

れておるというような回答でありますが、現在進捗状況はどうなんです

か。 

 

河口経済部長 まだ本当にちゃんと動いてないんですけども、今、こういうよ

うな形でやっていこうと思いを持っていますので、今も既に先にはお話

しするような話とかも、もう出てきておりますのでまた仲介していただ

いたりすることも当然、すぐにできないこともあってしまうので、その

辺で動く体制では今持っております。 

 

河﨑平男委員 そういった中で例えばプロジェクトチームを作るとか、協議す

るとかいうものはされてないんですか。どういう状況で動きよってんで

すか。 

 

河口経済部長 プロジェクトチームというものでなかなか何をどうするかって

いうとこも当然あると思いますので、市場を活性化していくというのも

当然あるんだと思うんですけども、今は、基本的には、市場運営協議会

も設置いたしましたので、そこで取扱高を上げる方法は何があるんだろ

うかということも含めても提案とかもしていただきたいですし、環境の

整備をしていきたいというのもあります。今実際は、何をもってってい

うと私は今の一番近いところにあるようなところにお願いしていったり

それによって取扱額を上げていったりするということしか、今、あとは

社長交代と当然考えていますけども、そこしか頭になく、とにかく取扱

高を少しでも増やしていきたい。それが少しでも上がっていくことによ






